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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つのトナー収容部に対して設けた複数のトナーボトル駆動装置の内、一つのトナーボ
トル駆動装置を駆動させ、駆動中のトナーボトル駆動装置で回転駆動しているトナーボト
ルが空になったと判断した時点で、空でないトナーボトルが装填されている駆動可能なト
ナーボトル駆動装置がある場合、該駆動可能なトナーボトル駆動装置の内、少なくともい
ずれかを、前記空になったと判断したトナーボトルを回転駆動していたトナーボトル駆動
装置に替えて駆動するとともに、駆動中のトナー駆動装置の異常状態を判定するトナーボ
トル駆動装置の異常判定方法であって、
　駆動中のトナーボトル駆動装置の異常状態常を一定間隔で検出する異常検出手段と、前
記異常検出手段の検出値が異常判定値を越えた異常検知回数を記憶する記憶手段と、を有
しており、
　一度でも、前記検出値が前記異常判定値以下であった場合に、前記記憶手段に記憶して
いる前記異常検知回数をリセットし、前記記憶手段に記憶している前記異常検知回数が所
定の閾値を超えた場合に、駆動中のトナーボトル駆動装置が第一異常状態と判定し、
　前記記憶手段に前記駆動中のトナーボトル駆動装置が前記第一異常状態であることを記
憶するとともに、前記第一異常状態であることを当該複数のトナーボトル駆動装置を備え
た画像形成装置に表示させ、
　前記第一異常状態のトナーボトル駆動装置に装填されたトナーボトルは、残量に関らず
空になったと判断し、
　前記第一異常状態のトナーボトル駆動装置は、以後、前記第一異常状態を修復するまで
駆動せず、前記駆動可能なトナーボトル駆動装置を駆動させ、
　前記複数のトナーボトル駆動装置の全てが前記第一異常状態となったと判断した場合に
、第二異常状態と判定し、
　前記第二異常状態であることを前記画像形成装置に表示させるとともに、以後、前記第
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二異常状態を修復するまで前記画像形成装置の画像形成動作を禁止することを特徴とする
トナーボトル駆動装置の異常判定方法。
【請求項２】
　請求項１に記載のトナーボトル駆動装置の異常判定方法において、
　前記異常検出手段が一定間隔で検出する、前記トナーボトル駆動装置の異常状態は、駆
動中のトナーボトル駆動装置に設けた駆動モータに流れる電流値であることを特徴とする
トナーボトル駆動装置の異常判定方法。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のトナーボトル駆動装置の異常判定方法において、
　一つのトナー収容部に対して設けた複数のトナーボトル駆動装置の内、いずれかのトナ
ーボトル駆動装置に、装填していたトナーボトルに換えて新たなトナーボトルを装填した
ときに、
　前記記憶手段に記憶している、前記複数のトナーボトル駆動装置の状態が前記第一異常
状態であったか否か確認し、
　前記新たなトナーボトルを装着したトナーボトル駆動装置が前記第一異常状態であった
場合、前記新たなトナーボトルを、残量に関らず空であると判断し、前記新たなトナーボ
トルの装填状態を前記記憶手段に記憶するとともに、前記画像形成装置に表示させること
を特徴とするトナーボトル駆動装置の異常判定方法。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一に記載のトナーボトル駆動装置の異常判定方法において、
　前記第二異常状態であることを前記画像形成装置に表示させた後、前記記憶手段に記憶
した前記第一異常状態であることを示す記憶情報を、正常な状態を示す記憶情報に書き換
えることを特徴とするトナーボトル駆動装置の異常判定方法。
【請求項５】
　一つのトナー収容部に対して設けた、複数のトナーボトル駆動装置の内、一つのトナー
ボトル駆動装置を駆動させ、駆動中のトナーボトル駆動装置で回転駆動しているトナーボ
トルが空になったと判断した時点、又は駆動中のトナー駆動装置が異常状態にあると判断
した時点で、空でないトナーボトルが装填されている駆動可能なトナーボトル駆動装置が
ある場合、該駆動可能なトナーボトル駆動装置の内、少なくともいずれかを、回転駆動し
ていたトナーボトルが空になったと判断したトナーボトル駆動装置、又は異常状態にある
と判断したトナーボトル駆動装置に替えて駆動して、前記トナー収容部内にトナーを充填
するトナー充填装置であって、
　駆動中のトナーボトル駆動装置の異常状態を判定する方法として、請求項１乃至４のい
ずれか一に記載のトナーボトル駆動装置の異常判定方法を採用することを特徴とするトナ
ー充填装置。
【請求項６】
　一つの現像装置に対して設けた、複数のトナーボトル駆動装置の内、一つのトナーボト
ル駆動装置を駆動させ、駆動中のトナーボトル駆動装置で回転駆動しているトナーボトル
が空になったと判断した時点、又は駆動中のトナー駆動装置が異常状態にあると判断した
時点で、空でないトナーボトルが装填されている駆動可能なトナーボトル駆動装置がある
場合、該駆動可能なトナーボトル駆動装置の内、少なくともいずれかを、回転駆動してい
たトナーボトルが空になったと判断したトナーボトル駆動装置、又は異常状態にあると判
断したトナーボトル駆動装置に替えて駆動して、前記現像装置にトナーを補給するトナー
補給装置であって、
　駆動中のトナーボトル駆動装置の異常状態を判定する方法として、請求項１乃至４のい
ずれか一に記載のトナーボトル駆動装置の異常判定方法を採用することを特徴とするトナ
ー補給装置。
【請求項７】
　一つの現像装置に対して複数のトナーボトルからトナーを補給するトナー補給装置を備
えた画像形成装置であって、
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　前記トナー補給装置として、請求項６に記載のトナー補給装置を備えることを特徴とす
る画像形成装置。
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